
削減目標対象項目

2019年度を基準に、
2030年までに46.2％削減する。

Scope1：
事業者自らによる温室効果ガスの直接排出

Scope2：
他社から共有された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

当社は国内大手自動車メーカー向けに、アルミダイカスト用およびプレス用金型部品加工を手掛けて
います。この度、SBTイニシアティブの温室効果ガス削減目標認定を取得しました。今後も温室効果ガス
の削減に努め、カーボンニュートラルや気候変動対策を推進し、持続可能な社会の実現に貢献します。

Press Release

691.9 t-CO2/年a.2023年の排出量

400.9 t-CO2/年b.2030年 GOAL

△291.0 t-CO2/年（△42％）2023年からの削減量
（ a – b ）

△41.6 t-CO2/年（△6%）年平均削減量

2030年目標年

2019年基準年

Scope1、2削減対象範囲

1.5℃目標
目標レベル

2019年比 △46.2％

◆ チャレンジする目標レベル ◆実績からみる具体的な数字

0

200

400

600

800

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年


